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心筋生検のリスクなく心アミロイド ー シスを診断
~「99mTc ピロリン酸シンチグラフィ」による低侵襲診断が可能になりました～

循環器内科部長 石松卓

図l心アミロイド ーシスの99mTc ピロリン酸シンチグラフィトランスサイレチン型心アミロイド ーシスで心筋に有意な集積を認めます。
出典：日本循環器学会 2020年版 心アミロイドー シス診療ガイドライン

近年、原因不明の心筋肥大や拡張障害による心

不全の背景と してトランスサイレチン型心アミロイ

ドー シス(ATTR-CM）［旧病名：老人性全身性ア

ミロイドー シス、家族性アミロイドニュ ーロパチ ー ］

をはじめとする心アミロイドー シスが注目を集めてい

ます。かつては予後不良の希少疾患とされていまし

たが、現在は進行を抑える効果的な治療薬が登場

しており、「早期発見・早期治療」が患者さんの予

後を大きく左右する時代となっています。

しかし、従来の確定診断(Definite診断）には「心

筋生検」が必要であり、心タンポナ ー デや不整脈と

いった侵襲的リスクから、心アミロイドー シス診断の

ハ ードルが高くなっていました。
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現在の担当領域や病棟の特徴を教えてください。

現在は、7A病棟の看護師長として勤務していま

す。7A病棟は総合外科センターで、消化器外科、

乳腺・内分泌外科の患者さんが入院しています。

虫垂炎などの良性疾患で手術を受ける方 もおられ

ますが、胃癌、大腸癌、肝臓癌、膵臓癌、胆嚢癌、

乳癌、甲状腺癌など悪性疾患で手術を受ける方が

多くおられます。 ほとんどの患者さんが、はじめてが

んの診断を受け、不安な思いを抱えながら手術目

的で入院されます。

プロフェッショナル
を紹介します！！

ヽ
畔行政法人

国立病院叫

院内講義の様子です

7A病棟では、術後合併症を予防し、患者さんが

順調に回復できることを目指しています。患者さん

の不安な思いを傾聴しながらも、術後合併症予防

を目指し、患者さんを励ましながら、持続点滴やド

レ ー ン留置されている時から看護師の介助で離床

を積極的に進めていきます。理学療法士や栄養士

などの多職種と協力し、術後の患者さんが安心・

安全に治療を受け回復できるように支援しています。

がん看護専門看護師を志したきっかけは、何で

すか？

副看護師長6年目の時に、スタッフの教育を行う

中で「看護」をわかりやすく伝えることができず悩ん

でいました。今思う とただただ厳しい副師長だった

のではないかと思います。

その悩みを友人に相談したところ、「看護を学び

直してみたら」とアドバイスを受け、友人のすすめも

あり高知県立大学大学院に進学しました。どうして

高知県なのかと思われる方が多いかと思います。日

本で最も古い看護系大学で、専門看護師制度、認
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査科だより Vo l.7

臨床検査技師栗原博未

巳本における移植医療は移植希

望者に対してドナ ー が少ないとい

う問題があります。特に希望者が

多い腎臓に関しては待機年数は平

均して約14年9カ月です。

そのため日本では脳死し た ド

ナ ーから腎臓をもらう献腎移植よ

りも、親族から腎臓を提供してい

ただく生体腎移植が腎移植の9割

近くを占めています。近年では免

疫抑制剤の開発や術後管理の向

上により拒絶反応を抑え、献腎移

植•生体賢移植ともに腎臓の生着

率は年々向上しています。

肺・心肺同時移植者

i 9 '

約2年6ヵ月

肝臓・肝腎同峙

・肝小腸同時移植考

約1年3ヵ月

腎臓移植者

置口日：＇
約14年9ヵ月

移植を受けた患者は、移植後も免疫抑制剤を飲

み続け、適切に管理していくことが移植腎の機能

を保つために大切です。そのため、定期的に血液

検酉や尿検査を 行い、移植腎機能をチェックしま

す。特に、移植後に移植された腎臓に対してHLA

抗体(DSA)を産生し移植した腎臓の機能を損失

することがあります。それを防ぐため、腎移植後は

DSAの検査を年1回行うことが推奨され、2018

年4月から保険収載されました。

当院は日本臓器移植ネットワ ークにおける長崎

県のHLA検査施設であり、現在外注している

DSA検査を2026年8月院内検査開始を目指し

て検査体制を整備しているところで互。

その他、移植後のフオロ ー に関する血液検芭、

尿検蛮も当科で行っています。それぞれの検奎に

専門の知識を持った臨床検査技師が在籍してい

るため、お困りの際はお気軽にお問合せください。

心臓．、vlli1i同時移植者

', 

約3年9ヵ月

膵臓．膵腎同峙移植者

一
約3年4ヵ月

小腸・肝ヽJヽ腸同時移植者

一
約 10 ヵ月

心臓・肺・肝臓・膵臓・小腸： 1997年 10月～2023 年 12月

腎臓： 2002年 1 月 10 日～2023 年 12月

日本移植ネットワ ー クホ ームペー ジより

新しいHLA検査装置が検査科に設置されました
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